
射
水
神
社
奉
賛
会
は
発
足
以
来
、
神
威
の
発
揚
・伝
統
文
化
の
継
承
は
元
よ
り
、
境
内
整

備
、
特
に
遷
座
八
十
年
・百
年
・百
三
十
年
祭
に
は
記
念
事
業
に
奉
賛
の
誠
を
捧
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
喚
起
し
、
崇
敬
者
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、更
に
御
神
徳
発
揚
、
神
社
活
動
に
奉
賛
す
る
旨
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
会
の
活
動
趣
意
に
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
て
、
ぃ
」入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
会
　
費

　

（年
額
）

個
人
会
費
　
一二
千
円
以
上

法
人
会
員
　
五
千
円
以
上

◆
待
　
遇

会
員
の
芳
名
は
薄
冊
に
記
録
し
、御
本
殿
内
に
納
め
置
き
ま
す
。

毎
月
の
朔
日
祭
公
日
Ｙ
月
次
祭
公
一十
三
日
）斎
行
の
際
、本一
員
各
位
の
家
内
安

全
・生
業
繁
栄
を
祈
願
致
し
ま
す
。

大
祭
毎
に
参
列
の
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。

個
人
会
員
に
は
、六
月
の
夏
越
大
祓
・年
末
の
師
走
大
祓
等
の
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。

年
末
に
射
水
神
社
御
神
符
並
び
に
、特
別
千
支
絵
馬
を
お
届
け
し
ま
す
。

社
報
（年
二
回
）を
お
届
け
し
ま
す
。

研
修
会
等
の
参
集
殿
の
ご
利
用
に
便
宜
を
お
計
り
致
し
ま
す
。

会
員
証
を
お
送
り
致
し
ま
す
。
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◆
・
‐‐由
一
緒

御

祭

神

瑣
瑣
杵
尊
を
奉
斎
し
、
一
一上
神
と
も
称
し
奉
る
。

曲

緒
概
要

創
始
は
太
古
の
こ
と
で
あ
り
年
代
は
詳
か
で
は
な
い
が
、御
祭
神

で
あ
る
二
上
神
は
光
仁
天
皇
宝
亀
十
一年
に
従
五
位
、
更
に
清
和
天

皇
貞
観
元
年
に
正
三
位
を
賜
わ
り
、
又
「延
喜
式
」
神
名
帳
で
は
越

中
国
三
十
四
座
の
内
唯
一の
名
神
大
社
で
あ
る
。

太
古
よ
り
越
中
文
化
発
祥
に
ゆ
か
り
深
い
大
守
護
神
と
し
て
崇

敬
さ
れ
、国
土
を
守
り
文
化
の
発
揚
と
産
業
の
発
展
に
力
さ
れ
た
。

国
司
が
越
中
に
補
任
す
れ
ば
、
先
ず
参
拝
し
国
の
安
寧
と
五
穀
の

豊
穣
を
祈
願
し
た
。

伝
に
よ
れ
ば
養
老
年
間
、
僧
行
基
二
上
山
麓
に
養
老
寺
を
建
て

こ
の
神
を
祀
り
、
一
一上
権
現
と
称
し
た
。
当
時
の
領
域
は
二
上
荘
六

十
七
ヵ
村
、
社
寺
は
二
上
全
山
に
亘
り
、
一
一十
二
万
坪
に
達
し
た
と

言
わ
れ
、
越
中
全
土
の
各
戸
よ
り
毎
年
初
穂
米
一升
奉
納
の
制
が

あ
り
、盛
大
を
極
め
た
。

そ
の
後
、承
平
。天
慶
年
間
及
び
天
正
年
間
の
兵
火
な
ど
に
よ
り
悉

く
鳥
有
に
帰
し
、衰
額
し
社
僧
の
宿
坊
に
残
る
は
一一τ
寺
と
な
った
。

慶
長
年
間
、前
日
利
長
公
社
殿
再
建
の
上
社
領
お
よ
び
一山
を
付

し
、藩
の
祈
祷
所
と
し
て
保
護
を
受
け
た
。
又
、国
内
に
命
じ
て
初
穂

米
奉
納
の
制
を
復
活
し
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。
明
治
四
年
国
幣
中

社
に
列
格
し
、
同
八
年
、高
岡
城
本
丸
跡
の
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
、

同
三
十
三
年
六
月
高
岡
大
火
の
折
類
焼
、
同
三
十
五
年
復
興
。
特
に

昭
和
の
御
代
、
五
十
年
四
月
に
は
「日
本
書
紀
」
に
天
武
天
皇
三
年

（皇
紀
千
三
百
三
十
五
年
）
正
月
、奉
幣
に
興
っ
た
こ
と
が
見
え
る
こ

と
よ
り
起
算
し
て
鎮
座
千
三
百
年
式
年
大
祭
を
斎
行
。
畏
き
あ
た

り
よ
り
奉
幣
の
栄
に
浴
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
に
は
、鎮
座
千
三
百
三
十
年
・遷
座
百
三
十

年
式
年
大
祭
を
斎
行
し
、
翌
十
八
年
に
は
、
拝
殿
を
移
設
拡
張
す

る
な
ど
の
式
年
大
祭
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

現
在
の
鎮
座
地
で
あ
る
高
岡
古
城
公
園
は
、慶
長
年
間
に
前
田

利
長
公
が
高
山
右
近
の
縄
張
り
（設
計
）
に
よ
っ
て
建
て
た
高
岡
城

跡
で
、
社
殿
は
本
丸
跡
に
あ
る
。
廃
城
後
は
城
郭
、
堀
を
そ
の
ま
ま

残
し
て
、全
国
で
は
珍
し
い
水
壕
公
園
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と

よ
つ
て
′、６
ｏ

毒
事
腱
　
■
縁
募
織

二
嵐
島
類
　
，事

曇
許
叢
秘

書癬

繊



◆

掃

末

社

Ｈ

吉

社

（撮
じ

二
上
山
頂
第
一の
峯

（俗
称

奥
の
御
前
）
に
鎮
座
。

大
山
昨
神
を
祀
る
。

例
祭

四
月
十
八
日
、
九
月
二
十
二
日
。

悪

王

子

社

需
じ

二
上
山
第
一あ
峯
（俗
称
前
の
御
前
）に
鎮
座
。

亀
島
権
を
祀
る
。

例
祭

五
月
卜
三
日
、
七
月
卜
Ｈ
。

院

内

社

爾
じ

二
上
山
前
面
北
の
峯

（院
内
の
谷
）
に
鎮
座
。

菊
理
媛
神
を
祀
る
。

例
祭

五
月
三
日
、
十
月
十
二
Ｈ
。　
　
　
　
　
　
一

脚が
　「）　
一

け輌』岬呻『概畔畔旬。　＼、
一
，

二上山遠菫の図
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